
資

科

貿
易
契
約
に
於
け
る
数
量
約
款

緒

大

谷

敏

治

貿
易
契
約

に
於

い
て
、
普
通

に
取
り
極

め
ら
れ

る
基
本

的
取
引
條

件

§

ヨ
o
§
"
8
巳

三
。
葛

は

、
品
質

に
關
す

る
條
件

・
数

量

に
關

す
る
條

件

・
便
格

に
關
す
る
條

件

・
船
積

に
關
す
る
條
件

・
保
瞼

に
關

す
る
條
件

及
び
決
濟

に
關
す
る
條
件

、
虹

ぴ

に
紛

孚

の
解

決

に
關
す

る
條
件
等

で
あ
る
。

互

に
法

域
を
異

に
し
商

習
慣
を
異

に
す
る
國

と
國

と

の
聞

に
立

つ
て
、
あ
ら
ゆ
る
危
瞼
を

自

か
ら
員
捲

す
る
貿
易
活
動

に
は
、
若

し
之
れ
等

の
諸
條

件

の
取
り
極
め

が
不
徹

底
不
完
全

で
あ

る
な
ら
ば

、
測

ら
ざ

る

6
一鉱
B

が
嚢
生

し
て
、
商
品
交
通

の
圓
滑
な
運
鱒

は
到
底

望
ま
れ

が
た

い
。
本

稿
は
、
前
述

の
諸
條

件

の
う
ち
、
敏
量

に
關

す
る
條

件
を

、

現
行

の
各
標
準
契
約

に
取
り
極

め

の
約

款

に
基

い
て
、
整

理
分
析
し
た
も

の
で
あ

つ
て
、
全
韻
と
し

て
の
貿
易
契
約

研
究

の

一
部

を
な
す

も
の
で
あ
る
。

貿
易
契
約
に
於
け
ろ
数
量
約
款

(
大
谷
)

一
三
九

つ 貿易契約研究には既に上坂酉三博士、「海上賓買論」昭和九年刊、「貿易取引
條件の研究」昭和十三年刊、申井省三.「 貿易商務論」の好著があるo本 稿 に

之れ等 に員ふところが多いo



=

歎
量
約
款
の
表
示

一
四
〇

数

量
約
款

に
於

い
て
表

示
せ
ら
れ

る
も

の
は
、

数
量

の
箪
位
ハ

受
渡
激

量

の
決

定
及

び
誰
明
方
法
、
虹
び
に
受
渡

数
量

に
過
不
足
あ

り
た
る
場
合

の
解
決

に
關
す

る
條
件

で
あ
る
。
以
下
項
を
分

つ
て
述

べ
よ
う
。

貿
易
取
引

に
於
け

る
数
量

は
、
重
量

・
容
積

・
長
さ

・
個
数
及

び
荷
造

の
輩
位
等

に
よ

つ

て
表

示
せ
ら
れ
る
が
、

そ

の
敦
れ

に
よ

る
か
は
、
商

品

の
種
類

に
ょ

つ
て
略

ぼ
慣
習
的

に
定

つ
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、
一
般

天
産

物

・
鐵
材

・

鋼
材

・
藥
品

.
油

脂
等

は
多
く
重
量

毒
。凶α。
ぽ

に
よ

つ
て
取
引

せ
ら
れ

、

噸

・
封
度

・
澹

・
瓦
を
以

つ
て
表

示
せ
ら

れ

る
。
絹

・
人
絹

。
綿

・
毛
織
物

の
如
き
織
布
類
は
す

べ
て
長
さ

♂
轟

昏

に
よ

つ
て
費

買

せ
ら
れ
、
そ
の
翠
位
と

し

め

て

メ
ー

ト

ル

・
礪

・
沢

等

が

用

ぴ
ら

れ

る
。

一
般

雑

貨

類

は
、
概

ね

個
数

自

ヨ
げ
窪

ま

た
は

荷

造

の
軍

位

に
よ

つ

て

取

引

せ
ら
れ

、

打

・
グ

ロ
ス

・
大

寄

・
箱

9
器

馬
俵

ぴ
m
♂

・
袋

訂
σq
・
樽

げ
醇
器
r

ら
昌
B

等

を

以

つ

て
示

さ
れ

る
。

外

國

貿
易

取

引

に
於

い

て
、
容
積

ヨ
。
器
舞
6
ヨ
6
葺

を

以

つ

て
費

買

せ

ら
れ

る
も

の
は

、.
極

め

て
稀
れ

で
あ

つ

て
、

立

方

灰

ま
た

は

ス
ー

パ
ー

沢

を

以

つ
て
取

引

さ
る

玉
木

材

が

、

そ

の

一
例

で
あ

る
。

鼓

に
注

意
す

べ
き

は

、
之

れ

等

の

翠

位

を
表

示
す

る
語

は

、

そ

の
意

味
す

る

と

こ
ろ

、

商

品

の
種

類

に
よ

つ

て
自

か

ら

定

つ

て
は

ゐ
る

が

、

同

一
の
語

　

　

ゆ
　

お

で
も
市
場

に
よ

つ
て
時

に
内
容
を
異

に
し
、
同
じ
商
晶
で
も
市
場

に
よ

つ
て
用
語
を
異

に

す

る
こ
と
が
あ
る
か
ら

、

取
り
極
め
に
あ
た

つ
て
は
特

に
念
入
り

に
内
容
を

示
し

て
の
ち

の
誤
解

を
防

ぐ
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。

重
量
を
以

つ
て
費

買

せ
ら
る

玉
場
合

に
、

そ

の
重
量
を
決
定
す

る

に
つ
い
て
,

船
積

の
時

に
於
け
る
重
量
を

以

つ

て
す
る
場
合
と
、
陸
揚

の
時

に
於
け

る

重
量

を

以

つ

て
す

る

場
合

と
が
あ
る
、
こ
れ
を
船
積
激
量
條
件

¢試
署
言
σq

貨の 意義 につ いて に 、 中井 省 三 「謂 ゆ う雑 貨 の意 義 に 就 いて 」雑 誌 「貿 易
志 」第 三巻 第 七 號 所 載 峯 照o
へば噸tonl:K三 種 あ る。(1)英 國 及 び その 麗 領1=於 いて に 、1ton=20
ts.za2,2401bsぐ あつ てlongtonま7こ にgrosstonと いltれ 、 俗i=英 噸 と も

ふo(2)来 國 及 び 加 奈 陀 に於 いてlt、Iton=20centals・ ・2,0001bs.で あつ て

)rttonま †こにnettonと いitれ 、 俗1:来 噸 と い ふ。(3)佛 國 その 他 ラテ

諸國 で に1ton=1,eookgs.=2,204.62231bs・ で あ つ てmetricton重 量 噸 で
るo

へば 本 邦 産 木 材 に .劉 英 取 引 に に立 方 釈 な 以 つ て 、劉 米 取91t:ltsuperfoot

以つ て 示 すosuperfootと に 、厚 さ1吋 為 有 す ろ一 亭 方 駅 の木 材 為 い ひ、

)oosuperfeet=MftB.M.(1socofeetBoardMeasure)な 以 つ て取 引 され

。 苫 来 地 英 俊 ・団 際 貿 易 活法 、 昭和 十 年 刊p・31脚 註。

獺
廉

麗
魏
謙
欝
る
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碧

彗

ユ
々

言

§

3

。。
玄
℃
駕

島

箋
。
団σq
犀

需
誉

3

剛昌
壁
寄

毛
焦
σq
7
傅

需
§

い
.
陸

揚

数

量

條

件

一§

島
昌
σq

ρ
§

a

蔓

言
§

・・
嚇

一
§

ら
巴

ラ

ラ

る

ビリ

越
6
骨
ぽ

言
『
ヨ
3

鳥
集
蕊
器
偶
芝
6碍
琴

陣巽
日
。・
嚇
O
葺
ε
旨

≦
臥
σq
露

σq
賃
醇
§
器
a

切
ひq
O
&

8
彰

山
"
隻
く
O鑓

僧ON
日
。。
と
よ

ぶ
o

船
積
数
量
條

件

の
場
合

は
、
費

手
は
、
約
定
商
品

の
引
渡
を
、
船
積

當
時

の
重
量
を

以

つ
て
し
、
蓮
逡

の
途
中
で
お
こ
る
減

量

に
封
し

て
責
任
を
員

は
な

い
。
す
な
は
ち
、
船
積
當
時

の
重
量

に
基

い
て
イ

ン
ボ
イ

ス
を
作
成
し
、
之
れ

に
よ

つ
て
代
金

の
授
受

を
な
す

も

の
で
あ

つ
て
、
從

つ
て
、
減
量

の
憂

ひ
の
勘

い
商
品
、
ま
た
は
減
量
度

の
大
髄

一
定
し

て
ゐ
る
商

品
に
適
用

せ
ら
れ

、

費

手

に
有
利
な
條
件

で
あ
る
。

そ

の
重
量

の
詮
明
は
、
全
く
資
手

の
申
出

に
任
せ
、
イ

ン
ボ
イ

ス
面

の
記
載
ま

た
は
費
手
作

成

の

容
積

重
量
表

竃

。
器
謹
oヨ
o
暮

潜
乱

婁

ω
団ぴq
露

い
響

重
量
表

毒

o
貫
露

Z
o
言

等

に
よ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
は
買
手

の
承

認

を
え
た

。。
舞
く
曙
o
同

ま

た
は
公

認
検
量
人

団
暮
穿

≦
、臥
『q
冨
N
宣
誓
槍

才
人

◎。
≦
o
旨

]≦
。器
舞
窪

の
作

成

す

る

重
量
誰
明
書

O
巽
け田
。
魯器

。
{
類

・
黄
揮

を
船
積
書
類

に
添
附
す
る
も

の
で
あ

る
。

こ
の
鮎

に
關

し
て
は
後

段

に
詳
論

し
よ
う
。

陸
揚
数
量
條

件
と
は
、
陸
揚
港

に
於

い
て
實
際

に
陸
揚
し
た
る
重
量

を
以
つ
て
受
渡
数
量

と
な

し
、
之
れ

に
よ

つ
て
代
金

の
計

算

を
な
す
場
合

を

い
ひ
、
蓮

逡
途
申

に
起

つ
た
減
量
は
費

手

の
員
播

と
な
り
、
從

つ
て
買
手

に
有
利
な
條

件
で
あ
る
。
か

」
る
條

件
は
、
船
積

に
當

つ
て
正
確
な
敷
量
ま
た
は
重
量
を

秤
定
し
が
た
き
商
品
、
ま
た
は
、
長
途
輸
逡

の
聞

に
、
減
量
或

ひ
は
漏
損
を

生
じ
や
す

い
商
品

、
す
な
は
ち
農
産
物

・
油
脂

・
磧
石

・
海
産
物
及

び
或

る
種

の
工
業

藥
品
等
,
大
量

に
撒
積

み
せ
ら
れ

る
商
品

に

多

い
。

陸
揚
重
量

の
識
明

は

前
記
船
積
條

件

の
場
合

と

同

じ

く
、

。。
琴
器
岩
N

ま
た
は

男
昌
一一。

≦

㊥
一σq
ぽ

「

の
嚢
給
す

る

O
。
昌
崖
8
器

に
よ
り
、
後

日

の
紛
争
を
さ
け
る
た

め
に
、
何

種
機
關

の
誰
明

に
よ

る
べ
き
か

に
つ
き
豫

め
費
買
爾
者
間

に
協
定

が

な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

な
ほ
、
油
脂
類

の
如
く
、
時

日
を
経
過
す

る

に
從

つ
て
、
必

ら
す
若

干
の
漏
損

げ
界
濃
。
を
生
す

る
も

の
に

あ
つ
て
は
、
後

述

の
如
く
着
荷
後

の
秤
量
誰
明

の
期
限

に
つ
き

一
定

の
期
限
を
約

定
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

貿
易
奨
約
に
於
け
る
歎
量
約
款

(
大
谷
)

一
四

一

4)OUtturnと い ふ 語 の 意 味 に 、 名 調 と して は.(!)areport7indetail,ofcargo

dischargedfromvesse1.(2)thewholeofthecargodischargedfromavessel

ataport.の 意otooutturnと い ふ 動 詞 の 用 法 は 辮 …書 に に まだ 認 め られ て ゐ な

い が 實 際 家 に に 旺 に 用 ゐ られ て ゐ るC苫 来 地 英 俊 ・前 掲 書 、P.245.脚 註)0

5)Goodsounddeliveryと にtocoverthepossibleabsorptionofmoistureduring

voyage,whichmightverygreatlyaffecttheweight・ の 意(J.AntonDeHaast

ThePracticeofForeignTrade,NewYork,1935,P.125)o



一
四

二

の

以
上
の
船
積

・
陸
揚

の
條

件

の
敦
れ
も

に
、
更

ら
に
、
そ

の
総
重
量

に
よ
る
か
純
重
量

に
よ

る
か
を
約
定
す

べ
き

で
あ

る
。

総
艦
数
量
條
件

0
3
8

箋
。
一σ。
ゲ
:

ω
§

。・
と
は
、
商

品

の
包
装
材
料
を
も
込
め

た

総
重
量
を

以

つ
て
,
約
定
品

引
渡

の
重
量
と

す
る
も

の
で
、
俗

に
皆
掛
と
も

い
ひ
、
買
手

に

と

つ

て

は
不
利

な

條
件

で
あ
る
。
か

亀
る
條
件

の
行
は
れ

る
商
晶

は
多
く
は
な

く

、
そ

の
風
袋

冨
話
ー

包
装

に
用

ひ
ら
れ
る
材
料
…

や
含
有
雑
物

島
鑑
け
の
重
量
が
略

ぼ

一
定

し
た
も

の
で
あ

る
。
な
ほ

こ

の
條

件

に
も
船
積
港

に
於
け
る
総
量
條

件
の
も

の
と
、
陸
揚

港
総
量
條
件

の
も

の
と
あ

つ
て
、
輸
入
西
貢
米
は
前
者

、
封
英
輸
出

・
青

碗
豆
、
倫
敦

に
於
け

る
小
萎
、
濠

洲
産
小
萎

の
取
引
は
、
後

の
條
件

に
よ
る
。

純
量
数

量
條
件

Z
9

≦
⊆
αq
犀

9
§

切
と
は
、
総
重
量

よ
り
、
風

袋
そ

の
他
含

有
雑
物

の
重
量
を
控
除
し
、
商

晶
そ

の
も

の
、

正
味
重
量

を
以

つ
て
受
渡

重
量
と
す

る
も

の
で
あ

つ
て
、
重
量

に
よ
る
取

引
は

一
般

に
こ
の
條

件

に
從
ふ
。

こ
れ

に
も
ま
た

,
輪

入
染
料

の
如
く
積

出
時

に
於
け

る
純
量

に
よ
る
も

の
と
、
魚
油

及
び
植
物
油

の
如
く
、
到
着
時

に
於
け
る
純
量

に
よ
る
も

の
と

の

二

つ
の
場
合

が
あ
る
。

純
量
を
決
定
す

る
た
め
の
、
差
引

か
る

べ
き
風
袋

の
秤
量
方

法

に

つ

い

て

は
、
市
場

に
よ

り

商
品

に
よ
わ
慣
習
を
異

に
す

る

わ

が
、
大
饅
吹
ぎ

の
四

つ
の
場
合

が
あ

る
。

一
實
際
風
袋

器
鑑
偉舞
。"
,。
。ε
匙

$
器
・
受
渡
商
品
を
各

個
別

に
實
際

に

つ
い
て

一
々
秤
量

す

る
場

合

で
あ
る
。

ハ
ム
ブ
ル
グ
の

(
珈

緋
市
場

に
於

い
て
は
、
珈

排
は
す

べ
て

一
旦
袋

よ

り

あ

け
混
交

せ
ら
れ
、
然
る

の

ち

秤
量

、
再

び
袋
に
入
れ

て
取
引

せ
ら
れ

の

る
、
之
れ
を
同
市
場

の
用

語
に
よ
れ
ば

冨
岸
&

と

い
ひ
、
實
際
風
袋

に
よ
る
取
引
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
時

間

及
び
維
費
を
要

す

る
故

に
、
少
量

に
し
て
高
便
な

る
商
品

に
の
み
行

は
れ

る
も
の
と

い
は
ね
ば
な

ら
な

い
。
リ

バ
プ
ー

ル
棉
花
市
場

に
て
は
、
米

國
積
出

以
外

の
棉
花

は
、
毎

百
梱
毎

に
十
梱
を
取
り
、
賞
際

風
袋
を
秤
量

す
る
。

6)

7)
8)

DeHaas;Ibid.,p.p。 π5g-160;Huebner&1くrameτ;ForeignTrade,Principles

andPractices,NewYork,Ig30,P.613・

DeHaas;lbid.,P.P.126-127;Huebner&Kramer;Ibid.,P・P・6s2-613・

DeHaas;Ibidりp.126.



　二
實
際
に
風
袋
を
秤
量
せ
ナ
、
商
慣
脅
に
よ

つ
で
認
め
ら
れ
た
風
袋
の
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17)1.QndonComTradeA鎚sociation,FormsofContractsinForge・N〔)■z.



9

一
四
宍

之

れ

を

判

例

に
徴

す

る

に

鉢
δ
耳

も

目
o
誘

自

奮

切

も

と

も

に

.
騨

8
昌
,。
言

ヨ
a

巽

簿
。

器

山

誘

勢
8
轟

ぼ
巴

9。
昏

鼠

。
ぎ

島

。

紬

窟

汰
o
「
9
彗

8

の
意

で
あ

つ

て
個

々
の
商

脅

慣

に
よ

る

べ
き

も

の
で
あ

る

と

せ
ら

れ

る
。

ま

た

か

玉
る
約
定

数

量

の
前

に
冠

ら

し

め

た

る

用

語

は

、
軍

に
激
量

の
大

饅

を

示
し

た

る

に
と

Ψ
ま

り
、
契

約

の

一
部

を

な

さ

ぬ
場

合

が
あ

る

こ
と

に
注

意

せ
ね
ば

な

ら

な

い
。

例

へ
ば

、、。。9
矯
坤
o
ヨ

　
b
8

8

日
秘
O
O
㈹
9⊃
=
o
蕊

9
ヨ
o
昇
戸
.、
、.⑦曙

暫
げ
o
昌

,①
O
P

9
〈
①
鎚
職
昌
σq
:
:
㌔
.
、.。・
昌

昌
o
酔
『
器

島
僧
昌

H
8

冨
6
冨
...
奪

の
用

語

で
あ

る
。

契

約

に

よ

つ
て
は

、
..鴇
2

。・需
B

8

ナ
ミ
。

註
。
菖

呂
0

8
蕊

昏
。
器
..
と
特

定

の
商

品

の
堆

積

を
費

買

し

、
ま

た

、.昏
。
≦
ぎ

『

器

匹

器
直
鼠
H⑦
傷
、.
と

の
み
約

定

す

る

場

合

も
あ

る

が
、
之

れ

等

は
す

べ
て
個

々
の
事

例

に

つ
き

勒

内
容

に
よ

つ

て
判
噺

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い
。

な
ほ
前

記

の

菩
。
⊆
3

巷
箕
。
×
ぎ

暮
。な

等

の
用
語
が
、

割
積

の
契
約

。。幕

。。
ξ

冒
9
巴
§
3
窃

に
用

ひ
ら
れ
た
場
合

に
は
、
そ

の
意

味
は
約

定
せ
ら
れ
た
全
数
量

に
か

玉
る
も

の
か
ま
た
は
各
割
賦
部
分

に
か

、
る

恥

も

の
か
、

契
約

の
内

容

に
よ

つ
て
判
断

す

る

ほ

か
は

な

い
。

い
ま

こ

の

9。
ぎ

零
碧

8

の
範

園
を

、
實

際

に
慣
行

の
各

種

標

準
契

約

に

み

る

に
、

↓
ぽ

ピ
。
巳

。
昌

O
。
ヨ

↓
轟
山
o
>
ω。・。
∩翼

剛8

所

定

の
標

準

契

約
書

式

第

七
號

に
、

北

海

道
産

青

碗

豆
取

引

で
は

、
二

%

で

あ

る
。
ρ
島
碧

昏

≦

㎝曙

(
悼
畿

目
。
器

。
=

8
い)・
然

る

に

↓
冨

口
苫

弓
。
9

0
。
酔8
昌

目
同
・。
ら
。

》
の。。9
一畿

。
ρ

ピ
巳
・
の
標

準

契
約

書

式

は

一
般

に
、

、、櫛
苺

H聾

♂
昌
も

o
h
α
畿

註

o
ミ
o
島
讐鱒
と

定

め

、

↓

冨

ぎ

8

も

o
旨

け
巴

O
自

。。
o
巴

>
o
。・
o
o
剛鎖
ま

昌

に

て

も

、

b
隅

コ

讐

m

ζ

昌
。。6
巴

O
o
9

冨

9

第

一
號

℃
舞

6
鉱

の

取

引

に

於

い

て

、

o。
亀

㊦
錺

8

ぴ
碧

o

島

。

ε

謡
o
昌

o
冷

粘
集

く
自

ぎ
σq

軌

凍

ヨ

o
器

自

一。
o
ω

o
昌

昏

0

9轟
げ
o
〈
。

ρ
§

艮

搾
団
・
:

鱒

・
…

と
定

め

て

五

%

で
あ

る

。
然

る

に
な

ほ
同
書

式

第

二

號

ピ
9。
　恒
9
雷

ζ
霧
。巴

O
o
昌
窪
m
9

。
碧
㈹
。

の
取

引

は

,
。。
①
幕

湯

冨

器

昏

o
ε

ユ
o
昌

o
臨
目O
獣

ヨ
o
器

o
「
一窪
ψ
o
昌

島
。
暮

o
〈
6
ρ
ロ
§

窪
響

と

し

て

一
割

ま

で

の
増

減

を

許

容

し

て
ゐ

る

。

な

ほ
以
.上

は

契
約

の
場

合

の
約

定
激

量

の
表

示

に
於

け

る

許
容

の
範

園

で
あ

つ

て
、

こ

の
ほ

か

に
、
實

際

の
受

渡

に
あ

た

つ

て

18)Mdorev.(海mbe11(1854),IoEx.323;Benjamin;OnSale,7thed,s1931,

BK.IV,Pt.II,ChapTeP.734.

Ig)個 々 の 列 例 に つ い て にBenjamin前 揚 書p・p.734--737為 往 見 。

20)SocietteAnonymev.Scho丘eld(Igo2),7Com.Case.114(C。A.)

2の'Parce1,cargoの 取 引 の 意 義 に 就 い て は 拙 稿 ・TaleQuale及 びRyeTenn5に

工 る貿 易 契 約.商 學 討 究 、 第 十 巻 中 冊 所 載 往 見 。 一



認

め
ら
る

」
増
減

の
範

園
が
あ
る

が
、
之
れ
は
後

に
過
不
足
條
件

の
項

で
読
く

こ
と

」
す

る
。

罠

受
渡
歎
量
の
決
定

契
約

の
数
量

が

船
積
数
量

た

る

と

陸
揚
数
量

た

る

と

を

問

は
す
、
約
定

品
受
渡

の
場
合

に
は

の
舞
く
2
9

ま

た
は

ぎ

臣

。

名

o
黄
げ
自

そ

の
他
櫃
威

あ

る
も

の

曳
謹

明
が
な

け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
イ

ン
ボ
イ

ス
面

に
記
載

せ
ら
れ
た
る
数
量
を
以

つ
て
最
絡

の
謹

慧

と
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
雑
貨

そ

の
他

の
完
製

品
以
外

に
は
稀
れ

で
あ
り
、
且

つ
船
積
激
量

が
協

定

さ
れ
た
場
合

に
限
る
。

こ

の
場
合

に
も

一
般

に
、
鐡
道

・
汽
船
等

の
蓮
逡
業

者
、

倉
庫
業
者
等

の
獲
行

す

る

誰
明
書

、
税
關

、
港
務
部
ま
た
は
港
廃

℃
o
嵩

b
昌
島
o
『達
8

商

工
會
議
所
そ

の
他

の
機

關

の
襲

行
す

る
誰
明
書

、
或

ひ
は
各
都
市

の
定
め
た
る

O
田
6置

≦
9
σ。
ザ
窪

嚢
行

の
誰
明

ラ

ミ
ノ

　

ヨ

書

に
よ

る
。
頃
籠

o
h
ピ
巴

ぎ
σq
…
≦
、碧
魯
o
ロ
器

男
。
∩。
剛讐

い
O
器
8
ヨ

=
。
霧

o
男
8
9
讐

な

ど

を

以

つ
て
す

る
場

合

も
あ

る

。
穀

類

の

如

く
大

量

に
且

つ
標

準

化

せ
ら

れ

て
取

引

せ

ら

る

」
商

品

に
あ

つ

て
は

、

0
8

昏
亀

窪

と

よ

ぶ
專
業

の

℃
`
窪

。
≦
鉱
σq
7
窪

が

あ

っ

て
、

こ

の
受
渡

籔

量

の
決

定

に
從

事

す

る

、
例

へ
ば
北

海

道
積

禺

の
英

國

向

青

碗

豆

の
取

引

に
於

い
て
は
、

陸
揚

げ

と

同
時

に

わ

一
定

の
方
式

に
從

つ
て
こ
の
專

業
者

が
数
量

の
決

定
を
す

る
。
米
國

よ
り
欧
洲
向
輸
出

の
穀
類

取
引

に
は
、
特
殊

の
方
法

が
探

ら

れ

る
、
す
な
は
ち
、

米
國
筋
輪
出
業
者

の
大
手
筋
は

、

欧
洲

の
各
主
要
港

に
專
属

0
8

q
亀

臼

を
設

け
、
穀
類
積
出

の
時

に
、

穀
物
倉
庫

ぴq
黛

コ
6
♂
琵
8
H
嚢

行

の
重
量
誰
明
書

を
、

こ
の

8
昌
q
。
一一窪

に
逡
附
す

る
。
8
真
3
目
窺

は
欧
洲
買
手

に
封

し
取
引

さ
れ

た
穀
類

の
重
量
を
保
詮
し
到
着

の
時

に
若
し
相
違
あ

る
場
合

は
之
れ

に
支
沸
を
な
す
、
輸
出
者

は
之

に
封
し

二
分

の

噸
%
よ

り

哺
%
ま

で
の
範

園

に
て
、
積

出
穀

物

の
債

格

に
基
づ
き

一
定

の
額
を

8
5
葺
亀
窪

に
支
佛

ふ
も

の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
積
出

入

は

8
昌
脱
色
窪

に
敏
量

に
關
す

る
保
瞼
料
を
支
佛

ふ
こ
と
に
ょ
り
、

8
鼻
「亀
窪

を
し

て
到
着
数
量
を
買
手

に
保
設

せ
し
む
る

貿
易
契
約
に
於
け
る
歎
量
約
款

(
大
谷
)

一
四
七

1)

2)

3)

Heubner&Kramer31bid.,p.612.

Wolfe;Ibi乱,P.194,DeHaas;Ibid・,P・125・

詳 細 に 拙 稿 ・穀 類 の 國 際 取 引 と そ の 貿 易 契 約.

照o

商學討究第十二巻下冊駈載



圃
四

八

〇

も

の
で
あ
る
。

`

受
渡
数
量

の
誰
明

を
な

す
も

の
が
何

人

に
も
せ
よ
、
契
約

に
あ
た

つ
て
は
、
そ

の
誰
明
を
以

つ
て

臨
§
一
器

ε

臼

彗
訊
蔓

と
な

す

の
で
あ
る
が
、
同
時

に
そ

の
槍
量

の
期
聞
を
も
協

定
し
、

一
定
期
間
内

に
秤
量
を
完
了

し
な

い
時
は
、
費

手
は
減
量

に
封

し
責

を
員
は

ぬ
こ
と
を
條

件

と
す
る
を

要
す
る
。

例

へ
ば
倫
敦
向
魚
油

の
取
引

に
は

≦
♂
置
繧
昌
σq
8

げ
・
自
。
琴

毒
写

ぎ

零
く
6

魯
誘

聾

窪

α
。奪
①
昌

ぎ
8

8
霧
凶σq
昌
8
げ
島
珠
侍・
と
す

る
。
着
荷
後

の
槍
量

が
邊
れ
る

と
遅
れ

る
ほ
ど

、
自
然
漏
損

の
程
度

が
烈
し
く
な

る

か
ら

で
あ
る
。

次
ぎ
に
受
渡
数
量

の
決
定

に
於

い
て
、
槍
量

の
方

法
及
び
受
渡
貨
物

の
槍
量

さ
る
べ
き
時

の
歌
態

に

つ
い

て
取

り
極
め
ま
た
は

商
慣
脅

の
存
在
を
要
す

る
。
例

へ
ば
生
糸

・
パ

ル
プ

・
魚

粕

・
穀
物
等

の
如
く
容

易

に
水
分

・
漁
氣

を
吸
牧

し
や
す
き
も

の
、
油

脂

・
皮
革

そ

の
他

の
如

く
多
量

の
爽
雑
物
を
含

む
も

の
が
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

こ

の
場

合

に
、
商
慣
習

に
よ

つ
て
、
そ

の
商
品

に

つ
き

一
定

の
歌
態

を
假

定
し

て
秤
量
す
る
場
合
と
、

一
々
化
學
的
測
定
を
す

る
場
合

と
が
あ
る
。
皮
革
類

の
取

引

に
於

い
て
、
含

有

水
分

の
測
定
は
困
難

で
あ
り

、
且

つ
水
分

・
漁
氣
を

除
去
す
る
こ

と

は
品
質
を
傷

け

る

こ

と

」
な

る
故

に
、

卑
三
。・7
餐

牙

回ヨ
冒
o
器
ヨ
。
旨

o。
。
6
睡①
信

所
屡

の
槍
査
人
は
、

普
通
皮
革
を
小
さ
な

部
分

に
切
断
し

て
測
定
す

る
の
で
あ
る
が
、
輸
入
皮
革

に
つ

い
て
は
、
臨
分

・
砂
塵

等
を
除
去
す
る
た
め

に
、
皮
革
を

ふ
る

ひ
ま
た

は
棒
を
以

つ
て
打

つ
度
激
な
ど
を
嚴
密

に
規
定
し
あ
る

に

封

し
、
紐
育

に
於
け

る
皮
革
取
引
に
は
、
各
荷

口

に

一
割

の
、
他

の
市
場

に
て
は
二
%

の
、
爽

雑
物
を
控
除

と

い
ふ
こ
と
に
定
め

る
。

こ
の
鮎

に
關

し
最

も
嚴
密
を
極
め
る
も

の
は
、

目
本
産

鍮
出
生
糸

で
あ
る
が
、

こ

玉
に
は
、
他

の

一
例

と
し
て
倫
敦
穀

類
市

め

場
に
於
け
る
穀
類
の
槍
量
に
於
け
る
商
品
の
重
量
測
定
方
法
を
あ
げ
、
詳
細
は
別
の
機
會
に
ゆ
つ
つ
て
、
北
海
道
産
青
碗
豆
の
封

の

英

取

引

に
規

定

せ

ら

る

」
約

款
を

示
す

に
と

壁
め

よ
う
。

開

§
昌
§

ξ

轟
器
a

ぴ
。
寒

。窪

。。
亀

6
婦
§

山

頃
ξ

6び

昏
o
σq
8

詠

目
ミ

4)DeHaas;Ibid.,p.125.

5)詳 し くにs.J.Duly;Grain,]tondongIg28な 見io7sほ 拙 稿 ・Talequale

及 びRyeTefmst=よ る貿 易契 約 、及 び穀 類 の 國際 取 引 とその 貿 易 契 約 往 見 。
6)TheLondonCornTradeAssociation,StandardContractFormNo.7。
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σq
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§
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§
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。
二

署

景

8
器

昏
琶

一。
垂

8

す

含

ぽ

じq
。
oΣ

ぽ

b9
子
。・
蟻
冨

「
ρ
0
8

一
げ
♂

碧

鴇

2
g
o
B

o
ぼ

冨

9

吋
稗
8

葭
ぽ

8

三
益

量

昌
9
鼠

匪
ψ
雷
民

ぎ
σq
●
目
ぽ

ξ
9
伊q
凱
農

8

げ
。

号

昌
。
9

切
ξ

o
増
.。。
o
昌

窪

紹

舞

り
o
昌

o
{
U
貯
島

"
彊

⑦
ξ

島

o

U

g

犀

〉
昌
昏
o
昏

幽。
9

0
「
ξ

℃
ロ
集

o
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毛
o
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壽

黄
7
巽
¢
o
N
ξ

ミ

o
幽σq
ぽ

冨

9
署

o
凶暑

a

g

器

8

σq
三
鴇

住

ξ

夢

。

い
8

巴

男
ロ
顕

o

自

U

o
n
"

〉
葺

ゴ
9

錠

8

噛
零
ゴ
窪

島

硫
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"
雷

鼠

B

露
。
℃
島

窪

碧

o
o
a

ぎ
σq

ぎ

昏

0

2

。・8

ヨ

o
{

℃
o
『
齢.
O
鳶

8

賃
昌
ら

彗

ら

臼

B

茜

a

冨

σΩ

一ロ

6
〈
o
員

卜9
0

器

昏

o

同
密

坤

o
§

伶
7
0

昏

骨

g

ρ
§

ざ
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四

受
渡
数
量
の
過
不
足
解
決
條
件

そ

の
種
類

に
よ
つ
て
確
定
藪
量
を
受
渡

す

こ
と

の
困
難

な
る
商
品
、
及

び
確
定
激
量
を
以

つ
て
約
定
せ
ら
る

、
商
品

の
場
合

に

於

い
て
も

、
受
渡

に
際

し

て
あ
る
程
度

の
数
量

の
檜
減
を
認
容
す
る
こ
と
あ
る
は
、
前

に
述

べ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ

、
に
問

題

と
な
る

の
は
、
そ

の
過
不
足
の
代
金
決
濟

に
關
し

て

讐
あ

る
。
数

量

の
増
減
を
認
容
す

る

こ

と

の
意
味
は
、
約
定
激
量

と
寸

分
相
違
な

き
正
量
を

受
渡
す

る
こ

と
が
困
難

で
あ
り
、
且

つ
そ

の
減
量
牽

の
不
定

の
も

の
に
あ

つ
て
は
、
あ

る
時

に
は
甚
だ
し
き

減
量

を
み
、
あ
る
時

は
多
量

の
目
減

を
見
越

し

て
豫

め
饒
分

に
船
積
し
た

、
め
に
、
却

つ
て
数
量
超
過

と
な
る
等

の
不
都
合
を
遜

け

る
た
め

に
、
あ
る
程
度
ま

で
の
過
不
足

に
封

し

て
は
、
買

手
は
苦
情
を

つ
け

ぬ
と

」い
ふ
こ
と
で
あ

つ
て
、
代
金

の
決
濟
ま

で
も

あ
く
ま

で
約

定
数
量

に
よ
ら
し
む

る

と

い

ふ
意
味

で

は
醐な

い
。
こ

の
鮎

に
關

し
て
は

次

ぎ

の
如

く

分

つ

て
考

へ
る
こ
と
が
出

貿
易
契
約
に
於
け
る
簸
量
約
款

(
大
谷
)

旧
四
九



曜

輔
五
〇

來

る
。
ラ一
船
積
数
量
條
件

の
場
合
。

こ
の
場
合

に
は
、
船
積

と
同
時

に
数
量
が
確

定
し
、
從

つ
て
イ

ン
ボ
イ

ス
額
面
は
算
出

せ
ら
れ
、

(
普
通

に
は
荷
爲
替

手
形

が
振
出

さ

れ

て
代
金

の
決

濟
が

な

さ

れ

る
。

若

し
前
述

の
魚
油

の
場

合

の
如

く
、

ピ
8
¢
言

≦
。蒔
犀

。
×
8
。
島
ロ
σq
卜9
畿

ε

ぴ
。
龍
。
毛
&

h自

ξ

島
。
q。
匹
一。同
・
と
し
て

一
定
歩
合
以
上

の
減
量

を
費

手
員
捲

と
定
め
た
場
合

に
は
、
手
形

が
丸
爲
替

の
場
合

に
は
通
常
次
回

の
逡
荷

の
代
金
中
よ
り
控

除
す

る
か
、
ま

た
は
買
手
よ
り
逡
金

せ
し
め
、
若

し
手

形
が
イ

ン
ボ

イ

ス
額
面

の
九
…掛

・
八
掛

と

い
ふ
場
合

に
は
、
買

手
側

に
淺

し
お
く
残
金

よ
り
控
除
す
る
も

の
で
あ

る
。

そ
し

て
計
算

の
基
礎

と

な

る
も

の
は
契
約
便
格

で
あ

る
。

　二
陸
揚
数
量
條
件

の
場

合
。

こ

の
條
件

に
よ
つ
て
受

渡
数
量
を
約
定
す

る
場
合

で
も
、
決
濟
は
原
則

と
し
て
船
積
書
類

引
換
佛

(

弼
曙
ヨ
①
再

茜
9
昌
簿

α
8
ロ
巳
。
昌
齢¢
…
思
団
ヨ
窪
窃

ぎ

。x
。ξ
農
。
♂
肖
。・
窪
署
ぎ
αq
山
。
2
8
睾
窃
.
で
あ
る
か
ら
、
船
積
と
同
時

に

一
懸
約

定
撒
量
を
以

つ
て
イ

ン
ボ
イ

ス
を
作

成
し
、
荷
爲
替
を
取
組

み
決
濟
を
行

ふ
も

の
で
あ

る
、

か

玉
る
イ

ン
ボ
イ

ス
を

窟
。
く
互
3
亀

言
ぎ
凶8

と
よ
ぶ
。

そ
し

て
減
量
分

に
封
す

る
決
濟

は
、

着
荷
陸
揚
後
、

哨
定
期
間

内

に
楡
量

し
、
そ

の
検
量

詮
明
書

を
陸
揚
地

に
て
買
手

の
伶
成

せ
る
イ

ン
ボ
イ

ス
ー

{貯
巴

ぎ
く
。
ぎ

と

い
ふ
ー

に
添

え
て
買

手
よ
り
費
手

に
逡
附

せ
ら
る

、
を
ま

つ
て
、

費

主

が
買
手

の
荷
爲
替
手
形
支
佛

の
日
よ
り
費
手

の
減

量
分

代
金
支
佛

の
日
ま

で
の
日
数

に
封
す

る
銀
行

利
率
ま
た
は

一
定
利
率

の
利

子
を
附
し

て
、
逡

金
爲

替
を
以

つ
て
決
濟
す
る
か
、
ま

た
は
、
次
同

の
取
引

に
於

い
て
費
手

が
荷
爲
替
を
取
組
む
時

に
そ

の

金
額
中
よ
り
控
除
す

る
か
、
或

ひ
は
買
手

の
手

に
、
帳
簿

上

の
勘
定
と
し

て
と

Ψ
め
お
き
、
後

に
買
手
よ
り
ク
リ
ー

ン

・
ビ

ル
を

振
出

し

て
取
立

て
る
か
、

の
方
法

に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
之

れ
を
勘
定

の
差
別

巴
冒

§

0
2

9

碧
8
彗

け
と

い
ふ
。

こ
の
う
ち
、

最
後

の
、
買
手

よ
り
短
期

の
ク
リ
ー

ン

・
ビ
ル
を
振
出

し
取
立

て

る

方
法
は

、
英

・
米

の
大
商
敢

に

て

は
容
易

に
協

定

に
慮

ぜ

1)虎 尾正 助 ・國 際賢買 と其 の契約 、昭和 十一年 刊,PP・3(V37・



す

,
ρ
こ

の
種
決
濟

と
し

て
振
出
さ
れ

た
手

形

の
引

受
を

な
さ

讐
る
こ
と
を
常
則

と
す

る
も

の
が
あ

る
。
買
手

よ
り
逡
附

の
検
量
誰

明
書

そ

の
他

の
詮
擦
書
類

の
逡
蓮
及
び
事
實

の
調
査

に
時

日
を
要
す
る

こ
と
、
蚊
び
に
か

玉
る
性

質

の
ク
リ
ー

ン

・
ビ
ル
の
振
宛

は
大
商
肚

と
し

て
の
椹
威

に
か

」
は
る
と
思
惟
せ
ら
る

」
た
め
で
あ
ら
う
っ

以
上

の
敦
れ

の
方
法

に
よ

つ
て
決
濟

さ
れ
る

に
も
せ
よ
、
そ

の
差
引
さ
る
べ
き
代
金
計
算

の
基
礎

と
な
る
便
格
を

、
協
定

せ
ね

わ

ば
な
ら
な

い
。

そ
し

て
夫

れ

に
は
、
契
約

の
値
段

、
船
積

の
時

の
値

段
及
び
到
着

の
時

の
値

段

の
三

つ
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
肝
要

で
あ
る
、
何

と
な
れ
ば
、
陸
揚
激
量
條

件

に
よ
り
、
且

つ
輸
逡
中

に
重
量

の
攣
動

の
多

い
商
品
は
、
大
量

に

取
引
せ
ら
れ
債
格

の
世
界
的

に
攣
動

し

や
す

い
原
料
品

・
食

料
品

に
多

い
。
從

つ
て
債
格

に
於
け
る
些
少

の
攣
化
も
全
代
金
決
濟

に
は
相
當

の
重
荷

で
あ
る

べ
く
、
若

し
契
約
値
段

で
仕
切

る
も

の
と
す
れ
ば
約
定
後

市
債

下
落

の
際

に
は
故
意

に
多
く
を
船
積
す

べ
く
、
反
封

に
相
場
高
騰

の
時

は
少
な
く
積

出
す

で
あ
ら
う
か
ら
で
あ

る
。
從

つ
て
積
出
数
量

の
過
不
足
を
能

ふ
か
ぎ
り
少
な
か

ら
し
む
る
目
的

か
ら
は
、
船
積

の
時

の
値

段
或

ひ
は

陸
揚

の
時

の
値
段

の
敦

れ

か

讐
望
ま
し

い
。
但

し
、
激

量

に
つ
い
て
輩

に

x
畿

旨
。
器

。
二

窃
。。
。。
亀
自
.吻
ε

貯ご
ロ
と

の
み
約

定
し
、
差
引

の
値
段

に
つ
き
何

等

の
取
り
極
め

の
な

い
場

合

に
は
、

一
般

に
契

約

の
値
段

を
以

つ
て
仕
切

る
も

の
、
如

く

で

あ

る
。

之
れ

を
實
際

に

徴
す

る
に
、

Z
9
冨
二
碧

牙

目
§
儀
。
{自

侍,
。
↓
円鼠
。
ぎ

司
騨
齢9

0
濠

岱
巳

9

。
茜
ぎ
。
⊆
ω
。。
。
巴
ψ
は

弓
鑑
日

す
言
9

の
取

引

の
た

め
に
、
五

%
以
内

の
過
不
足
は
契
約
値

段
で
仕
切

る
旨
を

ゐ

規

定

し

て

、、ρ
葛

鼠

q

…

・8
昌
・。
(α
凍

B
。
嘱
。
。
=

。
。。
ω
肋
亀

角

、肋
。
旨

。
昌

蕊

=

露
竈

ぎ
αq

竃
6
一σq
ゲ
¢
..

と

す

る

。

然

る

に

北

海

道

産

青

碗

豆

の

封

英

楡

出

に

は

、

船

荷

誰

券

日

附

の

時

に

於

け

る

O
・
H
.
司
・
値

段

に

よ

つ

て

決

濟

す

べ

く

、

↓
ぽ

い
。
巳

皇

O
。
彗

の

円

鎚
号

>
8
鼠

鑑

8

は

一
般

に

こ

の
規

定

に

從

ふ
、

す

な

は

ち

約

款

に

い

ふ

ρ
§

蔦

ξ

。

o
ミ

…

:
…

(卜。
畿

日
。
誘

9

窄
器
)・
の
亀

窪

冨

。。
島

o

o
冥
一〇
昌

o
剛
¢
繧
箸

写
㈹

僧

{
霞

穿

窪

q◎
畿

ヨ
o
器

自

τ
q。
ω
o
器

O
o
9

冨
9

ρ
§

昌
ユ
ぎ

o
×
8

。・
ω
o
隔

山
o
鵠
9
窪

受

貿
易
契
約

に
於

け

る
数
最
約

款

(
大
谷
)

一
五

一

2)船 檀 の 時 とにBillofLadin9記 載 の 日、陸 揚 の 時 とは本潴 入 港 の 日 といふ 意

味 で あ る。 そ して その 時 の 値 段 とに その土 亀 に於 け る公定 相 場 な いふ 。

3)DeHaas;Ibid.,P.124.t

4)TheLondonCornTradeAssociation,StandardContractForm.



醐
五

二

…o
苫

「

昏
6

筈

o
〈
⇔

b9
凍

9

げ
o

。D
6
併
二
&

舞

昏

6

0
』

・
団
●
鷲

剛8

0
昌

魯

言

o
冷
蛍

昌

o
臨
冒
註

冒
σq
矯
9
昌
住
o
昌
昏
o
ρ
`
彗

ユ
帯

昏
窪

8

臨
廟

≒
匹
器

ε

冨

{
ぎ

畠

ぼ

舞
玄
齢
箋

ご
P

`
巳
霧

ヨ
再

儒
巴
ξ

"
㎎

。
&

●
陸

揚

の

日

の
債

格

を

以

つ

て

仕

切

る

こ

と

を

規

定

し

た

る

も

の

の

に
ア

メ

リ

カ
精
糖

業

者

が

ボ

ル
ト

リ

コ
よ

り

原
糖

楡

入

の
場

合

の
約

款

が
あ

る

、
、、U
島

く
6
運

。
=

ぐ
o
需
3
6
彗

ヨ
自
o
。
=

。
8

葺

鴛

島
貯

}§

o
唱
再

冨

8

ぴ
o

器
E

&

{o
噌
彗

昏
o

ヨ
舞
犀
禽

噂
月
§

o
h
一涛
o
ω
唱
σq
舞
。。
§

魯

鴇

o
臨
9
護
オ
群
、、
ま

た

』
普

通

の
過

不

足

に
つ

い

て
は
船

積

の
時

の
値

段
を

契

約

し

つ

、
、

一
定

の
率

以

上

の
過

不

足

ま

た

は
割

積

と
し

て
船
腹

を

分

つ

て
積

邊

し
た

場

合

の
過

不

足

に

つ

い
て
は

、

到
着

の

日
ま

た

は

最
終

船

到
着

の

日

の
値

段

を

以

つ

て
仕

切

る

旨
規

定

し
た
も

の

が
あ

る
。

前

記

2
。
臼
。
「一彗
ら

}
。・肋a

註

§

の

鼠

日

冨

ヨ
・
一

取

引

の
約

款

の
後

牛

に

い
ふ
、

、、魯
。
託

昏
。
§
霞
σ・ぼ

9

α
駅

ぎ

曽7
・
ρ
墨

薮

蔓

。りぼ
署

&

ぴ
o
窪

o
窪
9

傷
輸
浮
o
げ
唱
ヤ
舞

団。・
0
9
三

a

8

侮
8
冨
Ho
昏
q
巳
,
お
ぎ

器

8

昌
o
亀

&

ぎ

巽
7
幽島

o
器
o
昏
o
賃

8
切ψ
ρ
§

昌
傅肖2

≦
凶自

ぴ
0

6
巴
〇
三
彗
a

彗

島
o

悉

ぎ
o

o
蟻
島
o

脳
ミ

o
h

ミ
ユ
く
鉱

o
{

島
o

ω
n窪
9
0
♪

o
『

貯

昏
0

6
<
〇
三

〇
{
¢o
く
禽
巴

9
窪
8
霧
o

o
碧
昌
写
σq

昏
o
σq
8

畠
q。》
昏
o
〈
巴
琴

o
胤
}
o
ら
麸

o
{
9
蹟
…奉
一
〇
{
昏
㊦
冨
曾

湾
8
B
窪
・噸噂

-
費

買

雨

當

事

者

は
ま

た

、

受
渡

藪

量

に
契

約

と

過

不

足

が
あ

つ
た
場
合

の
、
勘

定

の
差

引

ま

た

は

苦
惰

の
提
起

に
關

し

て
、

期

限

を
約

定

し

お
く

べ

き

で
あ

る
。

何

と
な

れ

ば

、

あ

ま

り

に
永

く

時

を
経

過

し
た
後

に
も

な

ほ

ク

レ
ー

ム
を

提
出

し

う

る

と
す

れ

ば

、

商

取

引

の
圓
滑

を

欠
く

か

ら

で
あ

る

。

こ

の
貼

に
關

し

て
、
、法

文
を

以

つ

て
定

め

た

る
國

は
少

な

い
、
多

く

は

、
各

種
商

品

の
同

業

組

合

の
規

定

に
よ

り

、

ま

た

は
商

脅

慣

に
從

ふ
。
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五
、
数
量
約
款
に
關
す
る
不
履
行

の
敷
果

受
渡

し
せ
ら
れ
た

る
商
品

の
数
量

が
約
定
数
量

と

相
違
あ

る
場
合

に
は
、

そ

の
相
違

が
極

め

て
僅
少

で
あ

る
場
合

に
は

、、暫

り

巳
幽巳
B
7

ロ
自

6
謹
讐

一。×
.、
の
原
則

が
適

用

せ
ら
れ
て
、
買
手
は
之
れ
を
引
取
ら
ね
ば
な

ら
な

い
。
ま
た
契
約

ま
た
は
商
脅
慣

に

よ

つ
て
認
容

せ
ら
れ
た

』
o
箋
碧

o
o
の
範
園
内

で
あ
る
な

ら
ば
、
許
容

せ
ら
れ

て
勘
定

の
差
引

に
委
ね
ら
る

べ
き

こ
と
、
前
述

の

と
ほ
り
で
あ

る
》

受
渡
数
量

と
契
約
数
量

と

の
不

一
致

は
、
受
渡
数
量
不

足
の
場
合
と
受
渡
激

量
が
契
約
数
量

よ
り
超
過

し
た
る
場
合
と

に
分

ち

う
る
。

受
渡
数
量

の
不
足

の
場

合
。
重
大
な
ら
ざ
る
不
足

に
つ
い
て
は
既

に
述

ぺ
た
。
重
大
な

る
不
足

に
つ
い
て
は
、
買
手

は
そ

の
引

取
を
拒
絶

し
う

べ
く
、

一
方
全
歎
量

の
引
渡
を
求
め
る

6
憲
§

を
提
出

し
う
る
椹
利
が
あ
り
、
ま

た
商
品

の

一
部
を
引
取
る
場

合

め

は
淺
除

に
つ
い
て

。
或
ヨ

し
う
る

も

の
で
あ
る
。
割
積

の
契
約

に
て
、
約

定

の
期
間
中

に

一
部
分

の
数
量
よ
り
引
渡

せ
ら
れ

ぬ
場

の

合
は
,
買
手
は
、
そ

の
受
取
り
た
る
部
分

を
賓
手

に
返
還

し
う

る
、
然
か
し
若

し
既

に
引
渡

さ
れ

た

る

部
分

を

受
取
る
と
す
れ

ぱ
、

こ
の
部
分

に
つ
い
て
は
代
金

の
支
佛
を
な
さ
ね
ば
な

ら
な

い
、
そ

し

て
引
渡

の
期
間
経

過
後

は
、
受
取
り
た

る
部
分
を
返
逡

す

る
か
或

ひ
は
そ

の
部
分

の
代

金
を
支
佛

ふ
べ
き
か

で
あ

つ
て
、
其

の
部
分
を
留
置

し
お
き

て
残
飴

の
引
渡
あ

る
ま

で
支
彿
を

延

つ

期
し
う

る
も

の
で
は
な

い
。
從

つ
て
ま
た
費

手
は
、
約

定
期
間
中
は

噛
馴
渡

し
た
る

一
部

の
代
金
請
求
を
な
し

え
な

い
、
何
と
な

れ

ば
」

買
手

ば
、

こ

の
時

に
、
費

手

が
若
し
全
部
を
引
渡

し
え
な

い
な
ら
ば
、
既

に
引
渡

さ
れ
た
る
部
分
を
返
還
す

べ
し
と
主

張

貿
易
契
約

に
於
け
る
歎
量
約
款

(大
谷
)

輯
五
三
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一
五
四

し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

若

し
約

定
数
量
よ
り
超
過
せ
る
数
量

が
引
渡

さ
れ

た
る
場
合

に
は
、
買
手

は
原
則

と
し

て
全
数
量

の
引
取
を

拒
絶

し
う

る
も

の

の

で
あ
つ
て
、
費
手
は
全
部
の
引
渡
ま
た
は
撰
鐸
し
た
る

一
部
の
引
渡
を
請
求
し
え
な
い
。
但
し
買
手
は
費
手
と
新
た
な
る
契
約
の

　

ラ

ワ
　

　

も
と

に
新

た
な
る
債
格
を
以

つ
て
、
全
部
を
引
受
け

る
か
、
ま
た
は
撰
揮

し
て

一
部
を
引
受
け

る
こ
と
が
出
來

る
。

こ

の
ほ
か

に
、
引
渡

さ
れ
た

る
商

品
が
、
数
量

に
於

い
て
は
約

定
通
り

で
あ

る
が
、
そ

の
う
ち
に
契
約

以
外

の
商

品
を
含
む
場

合

の
敷
果

に
つ
い
て
考
察
す

べ
き
で
あ

る
が
、
稿
を

改
め

て
、
引
渡
約
款

の
研
究

に
委

ね
よ
う
。
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